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高孟暴露に よる ト ッ プ コ ー ト 気孔事変化を定量的に 評価
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か っ た事か ら. 現段階で の 焼結 は微小気孔の 消滅に 留ま っ
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C に おけるよ り長時間の 熱処理を継穂する

と共に . 温度 に よる焼結進行の 相違を検討するため I ItJt r
l

c

に おける高温暴露を行うo それらの 結果より高温暴露に よ

る気孔 率変化と熱伝年率変化の 相関性を定Jt 的に評価する 亡.
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I5 J それらの 結果から. 高温暴露に よる気孔率変化と熟伝
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